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沈没事故に｢卜う埴illl流什|膨響3M在（121ⅡＩＩＬ｜，りり）にお

け過調査定点図（図Ⅱ2.1）を示す。

(3)調査時刻

植物プランクトンは昼夜をjlnして有)上騨（透1ﾘj腰の約

３Ｗf）以浅に豐篇に分1｢するため，採災はⅡ織りにＩ１ＩＩ約さ

れず比'lir的容坊でああ。IIL〃・ｌＩｌｊ物プランクトンは糞ｌｌＭ

だげでなく深層にまで分布する極を含み，しかもfIIに

よっては昼間は深層に下降・滞留し、礎IHIには表kiiに浮

上し活発に植物プランクトンを摂食することがjil'られて

いる（｣jli部，｜,81参照Lそのため．、１１物プランクトン

にｶｻする械物プランクトンを介してのl1tillIの||Ｍ１蝿｢ｌＩＩ１１;IWll

だけでなく,役I1U友|櫛における摂食iilimlに↑卜うｉｌｌＩｌＩＩＩｋ･｣この

取I)込み（図IL22）による直接的M鱒をiiM恋するには，

動物プランクトン採集は夜間，特に'1没直後から典ｲ従''１

にかけて効果的であ為。

(4)孫鱸方法：

Ⅱ）ｉl(!|カプランクトン

＆し採典器共

表面係水はバケツ，蕊|而以深の係水はバンドン或いは

ニスキン採水器を使用する。

ｈ採水深度

全定点で表1iii（0ｍ），代表的定ﾙパ（JltfIl1流Illill伽|ﾖよ

び対Ⅱ<1点〉では表|｢li以外に．虹稚の｣lWW)U｣におけあ111:illl

のi{|柵層をiililべあため，瀞|蝿ilm（|:・'１１.下部）Ｎ近

とそれ以深で孫水する。

ｃ・操水量

１～２／を採JIXする。そのうち，０５～｜／をliiｲi淀)１１に．

200～500ｍﾉをクロロフィル〔(縦illlIだⅡ]に１１吋為。グゼ}）

は容器洗浄jljにりり|Iする。

１１種査定用固定液

試料はホルマリンに論解しやすい無般鞭毛灘徽を含む

ため,試水５００ｍ/に対してＺＯｍ/のグルタールアルデ

ヒド（最終濃慶２％）を直ちに船|:でjl1え，術l11Yjﾘiに川(

存する。

ｅ・クロロフィル('職illU池川ろ過

蛍)上法測定のための試料は，試水［5()～2()０ｍ/）をｌ'’

'二でワットマン（GF/F）ろ紙（直径ｒ西、、）によ'）

約1/5気圧でろ過し，そのろ紙をIl4l:ちに辮媒（,0％アセ

トンあるいはＮ,Ｎ－ヂメチルフガ･ルムアミド）に投げ也

雛をJ11111}す為。Ｎ・Ｎ－ヂメチルフオ･ルムアミドはアセトン

と比蚊しlllllll力力塙<、１１鮒ｉ１ｉｉ１ｌ↑ili,liW111I'tでlllWllllI，冷IIMiで

は半Ｈでクロロフィル('は100％1111出される。乃過後す

ぐ柚lLBできない場合は，吸湿|ｆ上紙ろ紙（トーヨー乃紙）

に挟み（トーヨーろ紙には採水月｝|，深度，乃地水'１(を

記入)．更にアルミホイルに包み，約－２００ＣでllimIli(ｌｉＷｉＮ

2.1プランクトン

1）調査の目的

プランクトンは光合成により狐ＥＩに栄雛をliう植物プ

ランクトンとこのl1I11Ijllプランクトンを摂食する111U物プラ

ンクトンからlIli戒きれる。l1il物プランクトンのjIiAr1の促

進．1,,】iljI作J1]に対する:ｉｋ１ｌｌ１のM；柳はリミ験的にIﾘ】らかにぎ

れてお,６，（緒力他，１１８３；IiillII八1976川その結果，動

物プランクトンの分布や《k態にもその'H'接的M多響が現れ

るかもjIillれないｏ

プランクトンはⅡ↓な為生態を示す多くの''iによって成

り,,/:っていあため‘そ⑪llf窪''''''1U分ｲljlIillWkをlUjらかにす

ゐためには，まず全|ｲﾐとしての川mIilMIiu1lカプランクト

ン：；,{Ⅲ回数およびクロロフィル('{化uib物プランクト

ン：個体数およびij'1jil:l1If或いは１Ｍ:正:iit）の他に、種組成

をiiMべゐことがｿﾞﾙ水'''9にＩＭｌｉであ為。プランクトンを群

1,1として'１Gえ，その側ⅡＩ変化i1fli'i多Mt1座！''if激（S1wInnol1

【,I1L,Ｗば;,Ver，’L)６３など）にJ:って｣山l徹することも棚'しみ

られている凧次に，」烏喚グループ'''の'１雌'1｢ｲｶﾞ'tの季節変化

や水,１２．鉛Ⅱh:分ｲ'『などをiMべ，’１Ｗ''鼬ﾄﾞkについての評ﾎﾟ''１な

情報を冊ることが必喫でiji)為ｏ

こ;,しらのプランクトンiiMl1lHjiiiIiIILと蝋境喫lAl（水ilil・塩

分．↑,１，分i,,`腿倣と,）とのjbl応|川係のlWllr，Ⅲに､LilMil1Mlff

水域或いは,鋼撚水城におけ為Ｍｉ《'按料との比I'1ｘ・枇討に

基づき，プランクトン食物辿1iMをjInして生態系に及ぼす

軍?,,,影響評lHiを行うための雄雌lM1jilI兇を得ることができ

る回

2）調査方法

（１）訓溢水蛾

灘洋の物剛的条件（特に，流llq・流迦ハルilliU・風速

などの気象条件およびhllL形的誌条'1:を勘案し、革油流出

源からそのM‘灘（例えば，多lil【のilll塊の瀧流・漂藩）が

みられた水城までを対戦とする。

(2)ｉｌＭｆｉ;躯`'｝Ａ

広域にわたる耐l1ll1倣城においては（広域nIMfハ沿

岸からiIll合にかけての,iMIjfラインに裡数の定点を設け

る。定点の識定はiil｢111水のﾎﾞｸ聯など環臓条('ﾄﾞの変化が著

しい梢|膿ほど瀞にすあ。また，」｢W11I流11{花川：iImを１１ﾙL､と

した比lllrll9lｿ(ｗｌ(IjIbにおいてl;｣：〈1milIlilllllll水jMl1iⅢｲf),iIll

ll拠附を基雌にしてグリッドj1R或いは肱ﾘﾘﾂ|kの,1M代ライン

にでき為lIiu)多くの定点をlM:けゐ。jdllN点は重illl流1{|源

よ})_L流に位世し，かつilllMの棚ME・漂着が'｡(Mにより

jlilli認されなかった非1鯵1M1域に波けあ。－.lij11として，１９１７

ｲ|：ｌＨ１１ｲﾊﾟｶﾞﾙで殆｣[北たロシア・タンカーⅡナン|マトカ号'１
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』



多感 =SBolY

LJlLlIiflLJMlILliJlT
Ｃ

Ｏ
Ｃ

山
３
２

５
５
＄

‐Ｓ７Ｅ

－３ｓ＆

ﾉド

Ｃ

Ｄ
●
げ
Ｑ
ｐ

、
●
鄙

壁面奴ＩＮＩのみ

埋露～500呈鳳（殆留～１５０蜀原）奴測

鰭關分宿凹川

油分測定隠罪水

緬分iii定雇生堂墜鶴操季
〔賎・裁鎧プランクルンやマイクロ幕ケトン］

遥而奴ＩＮＩのみ

汲露～500呈鳳（殆留～１５０蜀原）奴別

磐蘭分宿ｕｎＩ

-＋３５゜
Ｔ４０。,§柔

●対照点

0７－１

重油漏出地点（St-37）

illlluMf-,

●
０７雨

●

3７－７

ClullH)部定点）

・鱗麓一山ｗ
（末ＩＭＩ部定点）

●
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ｉｌｌｌ沖Ａ１(蛾T1Tlli21U1il畔lMl1ill雌Ali１．fIlIll'XMll;'1'jIllIil（約｜()(１１１１）に｣こくて,そ,'ｿ)｣鍔I｡;iM(Ｉ()()ｍ～約２()ｋｎ１！！)miil｣１１で憎し〈
饗川寸あようであお･

図１１．２．１

(低温であるほど望ましいが，適切な談ＩＩ１１ｉがない吻合は

冷蔵MZの冷i』〔庫でも,１.）す為。

②’１１物プランクトン

１ｆｈＩｍｲ|乳'災の水雄業ｌｌＡｌ係ii,(雌lUf光り,｢:逃会iiRにおいて

｢調査器棊以ぴ調査方法の標Zlk化作囎委し｣会」がiik1i肚き

れ、その活動の‐環として12成３j,昌腫の|可推進会議にお

いて「プランクトン採染法標準化作業部会」仏ぴ「深j、

瀬JJil稲､:採鵬:鼎兵標jIk化作紫部会」の綱'7tが「承された。

イミTiMi1情指`}の策定においては，平成４年１月に開催さ

れた､'1骸作業Nlll会のijl識をもとに作成された「プランク

トン孫HLWW11N｢【化作雛MH会報Ｉ１ｆｉＩＩ:」（'11央水ili1iUr究)jlM(

昨IUl究官lol41及び「､U物プランクトンﾘﾐ態{Ulf究法」

(大;篠・池H１，１１７６）を主として参考にした曇

３．ネットの種類

現礎或いはjlji近まで水研・水試関係で‐股に使われ

てきたIMI物プランクトン採鰹jＭネットのうち．代表的４

－ユ６－
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表１１．２．１鉛Ⅱ1,jと綱に'１１１ⅡさilLてい窓プランクトンネット４種の比較［源１９９２）
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綱lllnl・Ｗｔｌｍ:〕
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蕪１１s，

きた。この背識には．例えばノルバックネットが機fII;と

された.化部化太､１２枠ilf域では，（).３３ｍｍの綱l1lllIiiのネッ

トで，水柱の動物プランクトン塾の人部分が係ijILされお

ことが知られていたからである。しかし，亜熱帯・熱illf城

や沿岸域ではこの0.33ｍｍの網月を皿:世する小ｿﾞIiUプラン

クトン（大きさ：２０～２００JU、）が多儲に１１ILMするため．
こ'lLらを孫典することcﾉｼﾞできあよりIlM11の小さiii?ネット

｣|』（|ﾀﾞﾘえば，0.1()''1111）をIIIijljすゐことが艶ましい。

ｃ，コッド・エンド（底管）

庇管は，ネットに入った試料を蝋|傷せずに迅速に染め

ることが必要である瞳そのため，試料を搬水llXに入れ駈

手Ⅲを省き．ネ･ンＭ［端部に''１１:鵬５()()、ノポリ)I（（jMU'11ｹ

111t（マル｣lオＢルリネット‘マル'''１３.型ネット．ノルバッ

クネット及び政｣i型ノルバツクネット）のｲﾋｲiiiを灘

n.2Jに示した。叫該作業6M会においてnblllZlプランクト

ン採集法の標雅化についてネットのろ過効辮から検討し

た結果．１１１１１比（綱l1irlWjliに対する艫水iAfll総lni稀）が最

上であり「漆11ユ1)、lMl((｢【ネットとしては1M往かな()Wi扁

此しつつある雌]似lMノルバックネ･ソト（図11.2.3）が適

哩'1であると!|lUllIrされた。

ｂもネットのjillIⅡとWll｣|ｕ

従来の動物プランクトン係jlUlil縦準ネットには綱目ll1lH

O33ITImのネット｣lＵ（ナイロン製で綱｣|Ｍ)均一性を係

排す筋ためjMMi［化を,litした,il〕のがIiit週）がu(〈使われて

2７



回転する翼がついていて，その'｢Tl}臓数をwl惰針によ1)読み

とる小翻の器械である。

iilW森航海の初めと終わりに各－１ＨＬ）M1や1M肋IiiでllIIが流

されない条件の災い鰯Ⅳ「（水深５(〕ｍ以上‘ｌＶＭ１１０｣災が

理想的）を選んで停船し，ネットを収I)除いた11輪ああ

いは特別に作られた伜にろ水計を収I)付け（ネットの１１

部直径の１/３の位置で上方に口索やシヤックルなどの隙

答物のない場所)，５０ｍ熊（微行としてるワイヤー長）

から実際の採姫と同じ条件で錦ｉｌｌｉ:奥きし，’'１１|吐数をilu鰍

する。この作蕊を５～６回総()返して億illIlIiできるV《功１１(ｉ

(T〉を得る。これを燕網試験（calibration）という。ま

た，実際のプランクトン採集で得た指針の読みをｔとす

ると．ろ水率Ｆは近似的に次式で表示される。

1←450ｍｍ÷
１

1.-450ｍｍ－し’

Ｆ＝ＶＴ

ろ水率Ｆと使用したネットの１ｺ'|職1皇從'．，llk網iMM険でIll’

ばしたワイヤーの長さｄから，ネットがろ過した/Ｍ<･1111

Ｖ（ｍﾇ）が次式から求められゐ。

Ｖ＝元Ｔｚ．。1月
図ＩL２．３ノルパツクネツ|、（（）股びi｣に｣IUlllノルパツクネツ

卜（ｲi）（ﾉ)]|狐1の,l1jlM llUえば，ノルバックネットよう過小|稀が４５cI11のネット

では．無網試験でのワイヤー長を５０ｍとす為と．」二jlIjは

この祥－１謎の標本)ｉＨをIIU11）を装粁できるようにＴ夫（ネ

ジ込み式など）す為。

し１．リLMiWj法

lUWlllの分ｲｌｉｌｌｍｌｌＭ､らみilしば，獅斐lIlMl(12山きが露RL1で

あ迩雄なされるが，Tl111IiifJWIllUUを多'１tに係収する場合

があ|ハネットがilllまみれになったIハ試料の処理など

に著しい支障が生じる。また，従来から．機瀧採集深度

として(）（海Ihi)～15()、（'５０ｍ以桟の綴介は海唯近

く〉が広く孫j1]さｵLており，１１鵬iミピの)''1兄（バックグラン

ド・データ）とのIMJMj比蚊をⅡ｢能にすあ上でも鉛Ⅱ狸き

を勧め治。この416Ⅱ1t山きの深唆は。北部北太il4洋では

o～I50mlMの励物プランクトン堕が．ほぼ全水柱当た

りの曇に近い値であ愚という識験的な知1iLにJ雀づく‐し

かし．この深1典は''１[熱fllf域にあたる膿i1MhiIiではもっと深

くする必繋があろう。したがって,統一的な採躯深度を,俊

雄すｵLぱ，寒'|ｉｆ・'111喉イド｣lliではＯ～1ﾖ()ｍ,’111熱ilI・熱

』胎域ではＯ～20(１ｍとすあことが望ましい。鉛直奥きは

停船しネットをlﾜ｢だの深度におろし，Ⅱ鍬１を捲かずに直

ちに一定の速度（逝ｌｌｉｌｍ/紗）で上方に叉く゜ネット

、索に収U付け治純のjliilIl:はＩ()～]５ｋｇが週１１１である。
ネットの利雄櫟Iui(1)】はIi1iuM瓜を)|]いてillllったワイ

ヤーの鉛1111:ilMに]川するi(I|腿とワイヤーの鮴()Ⅱ仙災との関

係喪liII｣１２機：jMrillのli1M111IU\１１ﾘﾐに｝&jIik〉から決定す患。

ｃ・ろ水バト

ネヅトが史|嫌にろ過した水)itをfllろためにはろ水計

(フロウ・メーター）を111いゐ種,ろ水ｉＷは水流によって

Ｖ＝８０/Ｔ）

となる。

に試料ｌｌｉｌ定液

ｌ１ｌｊｌ定馴として広く１１｣いらｵL，かつ他11jをiiMjめら;ILX'も

のは中性ホルマリンである。市販の｣jLPiのホルマリン

(37-40％ホルムアルデヒド。１０外ホルマリンは4発ホ

ルムアルデヒドを意味する｡）１ノに３０～４０２のホウ砂

化OdiLImleLr(ｌｂｏｍに）をＤＩＩえ，よく繩ＺＩＬて１－２ヶⅡ

(liL存する。ijUl11ilにろ紙を使って沈澱物を|M常｣処，１↓ら

れた中性ホルマリンを原液とす患。1,W定臘ｲﾐには‐縦に

10％（ＷＶ）ホルマリンが用いられるが，上型プランク

トンが少窪かつたり，原本の量が多くなければ５錫で１．

分である。

なお，識毛虫類などのIli(生動ﾘﾘﾘを含む倣小｣IHI物プラン

クトンの極搬だ｣||微』'9}は'1M物プランクトン肌iIf寵１１１の採水

試料で兼川できるので，そのli1il定法は】ｉｉ述の通Ｉ)である。

(5)分析・測定方法：

①植物プランクトン

ｎ．試料の濃縮

’１'｢|定iiiWG}については，沈澱法〈|､l立』M(微腕仙jlj或いは

普迦１，微鏡使)|｣）を)|Iいる。（１５～１ノのMIM〈ｉｌｊＷ}を．｛:1Ｌ

夜jWiiH沈澱芒せ，その・に澄みをアスピレーターでJIKU|険

き，残った濃縮試料を１００ｍノスクリュー符に移す｡次

に，これを－尻夜静債沈澱させ，その上澱みをlﾘIjl1アス

ピレーターでJlXl)除き、残った腱jiWi,MIIln1を３０ｍ／または

ﾕ8－



５０ｍ/の沈澱管に移す。Ｍ１に。こｵしを一品仮iiii世沈澱さ

せ，上溌みを勝て’ノｉｔ終'１０に１，Kkゴ'11／または’【)、/の挫

繍ｉｌ１ＷＩを柵鞠臓

ｂ、，Tl･ilkおよびIm1If定〈晋jlIjの''4物Ml1i倣鮠雌｣Ⅱ）

得られた臘諦試料ＬＩＩでlik物プランクトンの分ｲＩｊが均一

にな為ように蝋ｉ１２Ｌ．マイクロピペットでそのうちの

O」ｍ/を分取後．ｌｎ１ｍ螂紙（勝子状）入i]スライドグ

ラス上にiiIil・・し．型ｘ弱ｍｌｌ１カバーグラスをかけてイャ

細l1u数を(|数する｡i'十敗は紬１１&政に応じて１，Mt科につき

１（()」ｍ/)～-１（(Ｌｌｍ/）’'１１行う。恢鈍（代》ピ・計数）

は．基本的にはlOxlOのレンズ|櫛率で行うが，必幾に応

じて高僧率（l【)ｘ40）にする。；１１１他密度はjii位海水（普

通｜ノあ患いはＩｌｎ/）に含まれ愚糾|)1世蝋で表,戒するu

iMlI)臆lll1i物プランクトンの代淡lul9な｛l1ji1r走,'1｢として，l11

1l1lf（lり84)，Ｗi{代llL（]りり()）AlLぴ川鮓付1V［1997〉が

拳げら;|しる。

ｃ、クロロフィル({臘度ilII施法（,17件，1996参!|(1)

クロロフイルピ(にl1f也光をⅡ((射す為と赤色蛍光を発す

る。一定のDII趣)'blIllのもとで(よ!'t光ljM1朧とクロロフ「ル

１１１:が比''１'す為ことから,クロロフィルMhilllﾙﾋﾞすあのが１１ｔ

光怯のIIi(｣'111でああ。クに'１コプ「ル11111Ⅲ111にl1i腱をｉＭＨ?あ

とク1.1コフイルからＭｇが１J:ずれてフェオフィチンとな

り，蛍光戯1輿が弱くな為ことをﾈﾘ｣iIして，蛍光法ではi碓

添｣'1のiii後の蛍光強Ｉｌｌｉ⑰変化から．クロロフィル('と

う｣偽才也獺（フメ'ムオフィチンｆ１ｌフェォフオルバィＭ）

を分りllilI1Ⅲ世する。

以下に，一般119に広く仙;|ﾌｵしていゐクロロフィルi11Uj上

用標準光学キット（芯Ⅲ：ＧＥプルーランプＦ４Ｔ或いは

白色昼光ランプ1重lT5D，励起光フィルター：CS5罰０，

蛍光1Mフィルター：Ｃｓユq64）を組み込んだターナー

(デザインMlt)雌;皮illを11ｌいたillI唯法を『''心に１１m認す

るc

iI1U定に際して予め。likjllする鵬腫のブランク（溶媒の

み）をiKI定する。各鰹度それぞれについて計る。次に，

色素;i)i出惟の蛍光強度をiilⅡ定する僅冷戯jlIⅡH液は．その

ままｉｌｌ定するとキュベットがjWf癖するので暗所で筆i1iKに

廃してからiilIだす為｡ｌ１Ｉ１ｌｌｉ液をｷｭﾍﾟﾂﾄに入れて蛍)上

光腫（Fo）を縦む璽次に，５妬（v八'）」iK雌をliliiI1Ⅱ1え，

3()秒ほどしてから．１Vひ劃t)Ｍ;度（F【'）を,iiii心。''''1,iMEみ

取り値から，

ｸﾛﾛﾌｨﾙ('(↓'獣/)=酢(Fb-l｡&I)．v

フェオ色紫［/19//］＝Ii・〈Ｒ・FLl，－F().’．ｖ

とな為。１Ｊ().|可川は|｢りじ11M典段階でiMi心品ここでＦＤＷｌＬｒ

はそ;ＩＬぞれ「｡.「趾からブランクを雄しり|いた''１１，【i'よ感

旋ｉにおける帆算Jfl数であ{八機に述べ為校正によって

求める<ⅡＲは'１(''1蝋したクロロフイルｒｌについて酸を添力Ⅱ

すあiiilと陵の１Ｍ;･)１６１１１２の比，ｖはズケーリングフ７．クター

であI〕，抽出液の色素濃度（↓(g/mi1/）をijM<からのiMt縮

率で測って海水↓１ｺの濃度（/'9//）にNi'ﾋﾟするＭ;)であ為。

ＩＭＩの分光１１２)E)上座filでは，｜雌器が燐ｶﾋﾞしたら，ｉｌｌＩ定

を'１１１蛤する前に，既ｊｉⅡ援度のfit光物質ＩｌｌＭｉＩ(《液をilU)Eして，

蛍光度の読みが予め設定した値になるようにiii蟠する。

標準液としてはフルオレセインナトリウム１０()、１８//を
原液として，測定時に100倍に希釈する。

。、蛍光光艇計の駿正

．ⅡW1ﾘ｢に鞭絲|)IMFしたクロロフィル(Ｉ（和光iWl鞭また

はＳｉ２ｍａ製）のごく少景（微粉腿l幻を()、/の糠lUM，

(’０％アセトンあ患いはＤＭＦ）に瀞かす。これをクロ

ロフィルα原液とする。

．このクロロフィル［r原液をl比脚堕が().()3～0.0ヨ

(たrll）秘11塵になるように桁1W(した鱗311Ifiil！(シリーズ

を蛍)&光庇,il-の鵬腰段附散よ[)少し多めに作る，

・希WIl液についてターナー蛍)上)上皮i;|･で蛍)'bilil庇

(PC）を測定し‘これにう％［v/v）塩酸liiiillil､･して．

クロロフィルαをフェオフイチンｆＪに変えて。１りぴ蛍光

揃腫（1.11〉を読みと為。このときI:w()と1711は１，りじ感I脳

|戦ｌＩＩｉ'iでi挑みと為。

・Irill髄にして．fWiirW(シリーズのＰＣとＦｄｌを,MhjIM1X

ることにより．すべての感度段IIIi1iでのⅢ定か行ｵﾂ,lしるこ

とになる。ある感度ｉでの係数liは．次式から１N(られる。

illI定した希１W<段附でのクロロフ',ルrlillL1腱(ﾉHg/【'1/）

＝(Ｆｑ－ＦＩ;l）・ＩI

．'ｉは光ilHiの消耗など(二よって経1Ｗ的に変化す為。そ

の程度は使用時間や』1ft境に依存する。このため定IUlil！に

佼lEをする必要がある。

②動物プランクトン

ＨＬ１１１微およびiili《i；定

試#:｜を朧ﾋﾘﾐ験塞に鉾らAI}|ハノとｌｕの､１１物プランクト

ン（体長：約２ｍｍ以上）は全試料（l/l）から肉1U(で

衿グループに選別・計数し，残})は小型動物プランクト

ン（体長：駒ユ、ｍ以下）としてフォルサム蝋プランク

トン標本分割器（図IL2.4上）や両)MプランクトンIiW水

分制勝（IxlILZ4r）で鞭分ｉｌ１ｌＩ（|/2～l/8）した偽そ

れらを双ⅢLﾂﾞﾐ体JHi微鏡下で紺Ｈ１Ⅱ（一W|lｲ''１鯖j』を念tj･）・

計数する鰺または，瀞分割された剛ij1料［サプサンプ

ル】からある‐定量の試料を口上の駒込ピペットで１分

に撹乱し薮がら無作為に)l1111L．それら､､物プランクト

ン．」|卜にカイアシ頓などの走瞬グループを対蝋にし．ノｋ

物蹴微鈍を｣|｣いて伽レベルでの;IIE症・ｌＩｌ･激（職Ⅲ|({（1M(で

２()0～3()()I＃1体を１１笈）を行う。

海産､l物プランクトンの代表的な極張定|辨として，｜|｜

路（１９８４）及び千原・村野（1,,7）をllklMjすゐ己

ｈ・現存量のilU定

沈ilIMi縦ｌｉ１１Ｍｌ《|鼬ｉ１ｉ１１ＩｔｉＩｌｉ，lliiiIMkiltnMmWt獺１，tなと,で

ZＥ
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表示されるがこれらのうち，現在蛾も広く採用されて

いる湿璽量のilllljlヒノj法について述べ:>衝

プランクトンの体泰liliにⅡ．;ｉｆすお水分をできるだけ少

なくして'Ⅱ'１tをilll為方法でああ。プランクトン令休のi101

匹｣itをﾉLごとiⅢ)こす為｣&}伶は，まず＃Ｍ《｣Ⅱピペット（|」

部にプランクトンネットノ|j$ldjluを張ったも，)が望まし

い）で標本iiKの中の上総みを収I〕除いた後．試料をろ過

鍵''1tに入れ蝿りの水をJ1l(ろ。次に、プランクトン全部を

竹くらやピンセットで#&めてlllを作り，収iMiW1【紙ろ紙

(トーヨーろ紙）に聯す。しばらくlikllltしてから別のる

紙に移し，プランクトンの塊をI侭がしても。水がろ識に

にじまなくなあまで除水操作を続ける。除水を急ぐため．

プランクトンをへうなどでli=縮してはならない。簡便法

(ﾆﾋにＩ試料の．Iiitが少ない珊合）としてはプランクトン

ネット川綱地（綱１１：0.06～O｣()【'１ｍ）に朧ｲﾐをのせ．

収Ｍ１紙を「から密赫させて体}Al水以外の水分を''1ｔい｣'１

る゜ilJil々にソートされた杵グループの湿血鼬も１１W便法に

よ{)測定する。除水の鑓｣~した１M本を予め璽鎧を測定し

てああ肌袋（'1､ｿＭシャーレ，ドｌｉＩＩｌ１ＩＫ，プランクトンネッ

ト１１１綱地）に綴し，（).()|～(J()()｜聖のWil鷲でfujL天FILな

どを｣|｣いてｉｌｌＭｉｌｉｔを１１１:ｌｉｌ十約。ｉ１ｌＩ定||,|[は．ｉｌ(Ｍ〈lmJの

Ⅱ,}(に{jUIIル，ｊｉ]lf1iPmg/ｍ３（||Ｉ,Ⅱ｜(数のﾉﾙ合：|[1,1体、､）を
噸位として礎示･ﾘｰ為１，

月｜用文献 ＜平川．FllTlZ＞

Wjir)Ｍ１1.1JⅢnlZll/｛lWM)！’()'７．｜｜イペiIljil:ブランク｜･ンｲﾘﾋ梁
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ｲ｣WM，Ｔ獅瀬の愛色や形状1'''別１ｹのY】・ｊ１ｌＩ，（is叩|肌ｌＷＭｌＵ繩

ljl蝋｣轍''１の１１１１蝋NYレベル､の稀iMlｨ縦`ﾉﾐ施する川，

いずれの｣鮒合も，，i1UｨＩｉ：lIlll，ｌ｣|:11とな為,1M代坐↑([&点，

,illWI:ｊＩＵｊＫ、ｉｉＭｌ:}擁１１L｣|L点聯をlI1jllIRに,H｣鍬しておく。わか

()にくい場介は，険の111赫Lを１ｌｂぐため，ペンキのWﾐｲliや

釘の打ち込みなどによる印をIil,けておく衝また，１k物の

F1蹄はIiiI〃肥ilnする。イ111f(iが分からない』lr合は．ＩＭＭ蔦と

して係｣|【し，微から|Xl鰍鞭で,'１１１ペZilか，１m|』'1''1瀬の鍬定を

(111ぐ。

Ｊ↓ﾄlxlFlﾜなIIlllllF〃法I鵬以下”jml】であ豹。

①現場の'１〕i典IML形

概観撮影と接厚搬彩を行うUIW1illiMit形は通fliのカメラ

でいい。｜:iIIⅡ'1ﾎﾟに，，lMf(Wi班全(`ﾄﾞの写典を雌っておく。ま

た，Ｉ慥蝉lllUil;は擬nJI11のカメラを)|Iい，ｉ'lII[ｪ･ＩＷ～iWllllliI1f

のいくつか")iWIlfの｣功所で，そｵしぞＩＩＬ襖職‘)淳典を１１１k句

ておく薊lltjlfは収(〕扱い力匂|§?'『にiTlliで，Ｉ()Ｕ、卿庇ま

での接塚が可能なカメラが安く手に入る厩Ｉヨー２０ｃｍの

距離から撮れば，多くの』且物は後から同定できる。性能

はやや労為が《lMZい＃『ての接!ｂ:１１１カメラもあ'八４()ｃＩ１１

ｌＭ峻までのＨｉｌｌ;が可能であ為。接Oj1の|艦，被‘ﾘ体の11.イ

ズが分かあように，物差しやlUlB知の艮嘗のものを・紺に

写し込んでおくと後から役に､Xつ働

響石ilil及びilil処理刑分析、化物誠I|:!}の採取

ムラサキイガイ．カキ嫌の付鵜ﾔI:。幻:〔など，祥扮に

兇つか}】かつあゐ１脚典のjKがＩ)腱１１L可能な比ll1f的ﾉ（｣Mの

′'２物を岬lXす恥。擁jIXlil:はl1iHLL1たり散|‐９（二枚１１で
はむき身Ⅲ風として)は欲しい｡ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲなら機

長3ｃｍのもので10~2()11111あれば.襖倣１，１の分析がⅡI能

である。二枚貝の場沓は‘採集後約３％の塩水''１に１綴

夜放rしし．ilM化櫛内を寵にし，水道水で殻を洗った綾，

水をふき収I)Ｍ１Ⅱ:liiWlIにビニール鰻に入れ，冷iMil'|【で帝

iIL保存する。Ｉ↓以外は，擁巣後水道水できっと洗って水

をｲﾊﾞき収1)，以下二枚貝瀬とｌｉＩｌｉｌｉにＩＩＬ;(Fす為。嫌蠣ﾙﾙi，

Ll時薪をラベルに記叔し．誠jl1;}と‐緒にビニール袋に入

れておく。

なお，JiMM[的な分｜『方法や分|斤Xil象物ＩＩＴについては．

ｉＬ６２流lIIfll1hli分の分析法を参11Mのこと。

③とに物のIilll奥のｆｊｊＩｌ１

現翰でムラサキイガイ，カキ兼のilll奥の有撫をｊＭぺあ。

１１１１漂蒼後は，現場での7111臭のlMi認は難しいので，生物試

料を持ち端{)，検１ifする。ただし，ＩＬ８のilllりし撫満能１１１Ｍ

禰幽に,】そしたｉｎ})，１Mt辮な検,i↑にはjlA侭でも３００８の試
料が必要である。

⑳４１三物へのflllの付紺の有烈

風調．フジツポ蝋．派擬獺聯についてⅡ祝で付縮111の

有無と穏唆を確認する。ＡＩ：物を雑ち)i,)l)．７０°Ｃのﾈﾙに

松けて､illlが浮き１１'すかどうかによって!|11｣だす患ことも

で怠る、このﾉﾌﾞ法はナァ1マトカけ､１Ｍkの際．イrjilU,Ｌ（｢ナホ

２．２付着生物

I）付蔚生物への彫響

iWll1U7lWを':}Ｉ心とした１１嚥石，鍔､１１１，艘降｣MMこは，多|箙な

付着生ＩＭＩが生息している鯵１１１が沿岸域に潔論した場合，

それらの生物は柚の被覆や毒性によって人豈な影響を受

ける可能性があ為,，

水臓，エクソン・パルディーズ域ナホトカザ聯のilll

流Ⅱ{リド,lMd41巡擶】19}（水j雁学シリーズ１６石il1li;染と水

産生物（lW6)，PrOCGcdin鐸[)Ｍ１ｃＥｘｘｏｎＷ１ｄｅＺＯｉｌ

ＳＰｉⅡＳｙ】I1posium（1996)，矢島（IL)L)7)，「ナホトカ号」
重油流冊事故に係る水産資源及び生態系影響調在ﾄﾄIlHj報

告書（l”8)）から，こJILらの生物に対するf['1汚染の影

郷を朧J1l1してみると，以下のようになる。

ｒ１７ｍｌ]1成分JWllI処理刑成分のL脂物体内へのｊＭ込みと

蓄積

警油臭

.③体表への１１１１の付着

「)付蒜力の'１１下によるカサガイ類．アワビ)ｉｉｉ難の脱藩

⑤ウニ瓶のIUullML化亡

ufllIの被樫によるフジツポヅ刷隷の死亡

⑥海藻類の変色や脱色

逼鐵間諦生物群集の変化

（Z)～③は対象生物がilllに暴露されたかどうかの判定，

②～ｏはとk物へのj潔;，③は総合的な総HLとしての'k物

１１翻Lへのlili;j蝶でああ。③に11Mしては，（ｸﾘえば．エクソン．

バルデイーズli掴rIW)場合，カサガイ獄ビタマキビリ間（巻

貝類の仲間)，イガイ類．フジツポ類,ヒバマタ類（褐藻

類の仲間）の減少が認められているｃ

また，‐殻的な傾向としては．Tilll汚染に対して．潮

Ｔ１ｌｆ化物は洲1M]`||Ｍ２物よ1)，幼'12は成体J:I)，そしてウ

ニなどの＃|(艇Ｉｉｌ１物は他の生物よ1)それぞれ脳いＩWinがあ

ること，：Z)隼物被害は杣の影響を受けやすいiMlI1iIilFで大

きく、河下帯に及ぶことはまずないこと．③甚人な生物

)按害は芳霄族成分比が高く、毒性の強いディーゼル油等

が閉鎖lii9な縮耽仁流IILた場今に起こること、rjli7flllや

ntililの流１Ｍ$故の瑚合は．ｆｉｌ１１の職性よI)Iililによる彼慨や

↑'11除去作業に伴う吃物Wk害の〃が大きいことなども分

かってきた（水産学シリーズ１６石加治鞭と水産朱物

(1976))垣

以上のことを踏まえ，ここでは１''１汚染の生物影諜を如

何に検１１Ｉするか仁宅'114をおいて記述した。

2）影響調査法

(1)調査項目と方法

．こり現場の写真撮影，②石iilll及びilll処理剤分析用幣物試

料の孫]１１Ｌ,ii･化物のflll臭の杓.無．Ｚ龍物へのflllの付濫の

打伽しず⑤カサガイ獅等の付群〃検振．⑤ウニ瀬の脱iMiの

３１



表ｌＬ２ユilllﾀﾞ１MＷレベルトカ号」工illl流出事故に係る水潅資源及び蠣態系影響嗣

盗11111脈ｌｉｌ１ｆ件（１，，８)）が係IlLている。

ｐ力･ＩトガイWmivのＩ１１'ﾔﾉﾉｨﾘｾｲｉｉ

」Ｍ鮒で，殻を｣荷で!'雌<1Mi後に|iiiすってjUlllll:す為かどう

かで判定し，最llWlk個体の割合を求める。孤僑と検纐Ilbllｲﾑ

の状態（水中にいあのか．それとも|:Ｌがった岩の上に

いるのか）を記録しておく。杣漂着後は．貝が；&UWIiした

場介でも，貝V〕iiF力がﾂﾞ勝ちたためか，それとも｣,噸|｢Ｉｉが

illlﾂﾞﾘ#ﾐさiＩして付'Wしにくくなっていねたibか1Ull）iできな

いことも(;〕るので．清櫛'なアクリル恢等を赫参し，凶の

活力低下による剥離かどうかをllii認する。具体''１，にはカ

サガイ類を板上に染せて水1+Iに値皀，アクリル板に剛|染

んでから付着ﾉjを判定する。

‘６ウニ類のl11Liiiiliの打岻

ウニｊｌｌｌｌのIiUliのⅡnW;のｲrjlliを川,ⅡM膿し，脱lmlilM体のl1ill

合を求める。

Ｚ海藻の変色や膠伏與常の有無

色や形を主要な種類毎に記録する｡

③唯物聯集調'1ｌｆ

ｆ１Ｉ|汚染影響119仏｜のための付ji'illﾐ物11愉雌の,IliWf力繊は､

股'19な〃法とlＩら変わあことばない＿従って．ここで

は極く慨略を記す=ととし,誹細については,Ｌ1二態学(i1r

究シリーズ３海の生遥学（1972)．付着生物研究法

〈1986)．潮間帝の生態学（1999）等のＪＩＬ害を参照して

頂きたい。

洲上j11fからＷｌｌｌＩｌｌｆのＭＩＳにかけて，雑lllj脳で適当１１数

の〃形枠を悩急Ｉ'(1内の生物を調べ為。〃形枠のサイズ

は，対象とする生物にもよるが，・般的に５(】×ｺﾞＯ仁、

(＝()ﾕ５ｍz）かｌｘｌｍ（＝1㎡）力訟いやすい。枠内

を針金や適当なヒモで」ないし16等分しておく。

」､)物では枠内のＩＩｎｉＭＥ数を極繊脈に数え為－１１AⅡ１１且政の多

い弧については伜１Ｗ)いくつかの小1,<分IAIの数を数え

る。群体性⑪動物の場合は縦度を髄録する。ＬＬ典【1iiにつ

いては,併せてサイズi1山道を実施する露植物では極征に

被度を記録する。綾度については％で示すか．または､

たとえ感５（75～１００％)，４（50～75％)，３（2ゴー50％八

コ（５～蚕％】、１m～５％)．＋〈１勿以ｒｌといった，

いくつかの階紘に分けて記録す為。

週環境llmのｉｌＩｌ残留レペル

ガ１１１漂着後．表lL22に従い、目梶によって．転石．岩

礁一護齢劇iiの杣残留レベルを記録する。

（２）調在手''1Nと影謬評価

１１．能でぁｫしば，ｉｌｌＩ流ｉｌＩ１ｌＭ〔苑ﾉﾋ後‘illlがiWLrriFる,iiに，

典H;故維'k｣lI1iの胤辺沿岸域で，iii項』～⑦のiiIi1ｲ,；を喪施す

も。'１#間Ii9な余栫はほとんどないと思われるので，生物

勝集調蓬（⑬）は不可能であろう。環境中の杣残留レベ

ルＫ9.1については，汕漂濡後に繍搬を1M始すればいい婆

ｉ－７，のilM迩赫泉は世近なハックグラウンドデータとな

５：illl1ｲIWlll（illlJlLilllllllpがilllnlをiWlい，ilIlj1l・llliを1趾うし

さI：iiﾘﾊﾑにfllIのi;1.WがiWこく，広くｉ１ｌＭ山らｵL輪。

〕：ilUⅢLに71111)|il端がはっさ}],M'ぬ｣bilLZf1C

ユ：よくliLX)とｉｉｉ齢に｣ｉ['１Aにflll</ｊｌＩ`鯵１６が,11Kぬら'L為。
｜：！〃lLi+に１J:fllll)Ｎ･藩が腿め亀れ戦いが．少し111為とｉＩｌＷ〕糊

１１１が認め妬ilLJi1io

患礁ＩＭＩでは'''1部にilIlかi､いI､;｢Lゐ゜

Ｏ：ill1閃きにはf11IのＷｌｉがＩＨＩめ'2れずⅢ少し１１１１ってもflllcJ】糊１１１

がⅡ“)'ｳれない，

|ブーホトカ,)；･」IMlliIillllIⅡ,'11(に係る水)幟fi爪及び化狐系１１};
罫iiM企IllllllI1tIlhIIl（】()()H）からリl川

る向風』&の写真１１{鵬（'1リによってil11i綱Ifliiの１２物|'}|の

lMiMがlIUilli{でき為而,2でiI11iwi柵,iiの生物体内の↑111iﾘ染Mf

OルペルをilIl定寸X,ための'1ﾆﾘﾘﾘﾙＷ'}がilIしられ患厘また‘

illl辮諦liIに【よ，皿術，illl典（L鋤，生物へのflllのIｉＭｉ（M1)，

カサガイ瓶霧の磐質へのijifMJ低「【③)，ウニ縦の脱

洞！（Ｅ）等はないと誘えられあか’lilljiiのⅢ１１隅をしてお

く。海藻の色や形状（'ﾃ,）をid鰍しておき，illlilILiW後と

の比雌をする

流Ⅱ円｢,M〔の発llﾐi１１侃城にもよ筋が．，iMfHW先ＭＩＭのＩＭｌ１１Ｉ

家による上Ｈｆの1MJﾙ)ﾊI辺緊急ｌｉｌＭｲﾋﾞが行えないことも多い

と思われる。値ﾙﾐのないiiiiil』1でiMjlliな調醗や拭料採取を

ボランティアに依'１１{す患ことも考噸すべきであろう。そ

の塒合には．Ｍ(道搬1)9からのiMiflﾙﾉﾉ依iliri・iIMjlfマニュ

アルのボランティアへの低迷などが必鍔でああ。'川述マ

ニュアルはﾘﾄﾞﾙWに作成し，いつでも同Mrl11来るようにf([§

Ｍ１しておく。また．〕危めボランティアのｻﾄﾞ１１１論難やその

人たちに対する調査)什導をffっておき．いざという'聯に

協力を依iWiすあことも考えらﾉしる。これまで，ilil流ll1ll

Iljkの１１M礁な膨判ifl1lI11iがほとんどできなかったﾉこきな』111111

は．適切なバックグラリツンドデータがなかったことであ

1)．二のiiM点からみてもボランティアへの依'lmiはjlli婆で

あろうご

ｆｌｌｌ漂祷後は．ｚ－ＺにlⅢえて‘生物群鵬IUM罐((③)．噸

境中の7111鶴淵レベルilW変（(ﾛ）を実施する。flll汚染域と

対象域（flll汚染域と掴１Ｍの環jjiiを持ちflll汚染を免れた海

域）にそれぞれIlH殿のｉＩｌＭ:地点を設定し，少なくとも１

年'１１１はiiWilfを継続する。illliW辮W(前のＩ測在が爽施できて

いる場合は．それらの調査地点でのiilM盃も１１「せて縦縦す

る。ｆＩＩ１漂着直前と腫後の姻腰，鵬仔時とルイ１２後の比Illlﾋﾞ，

iIlI談滞城と非ii僻｢域との比11囎嚥を行い，彫靴1をIFlZIlliすみ。

また‘過｣<にそのｉｉｉ1M【で,IM1Ifがﾂﾞﾐ施されていあj吻合(こ

は，１W1HIlM縦の〃法と'ⅡlIit後の,i川廠〃法を可能なｌＩｌｌル

致させ,ilM恋結染の比'朧を濡扮にすあことか大切である。

例えば．生物昨染調：i1Eであれば．ｉＭｲﾋﾞの勘所やi１Ｍ:ilf地Ｍｘ

の潮位，方形区（コードラート）のサイズ，iilU11だのレ

ベル、IlMi1f論)|&の炎し方諜を・致させあ7111｢W<ｵﾔ憐にlUl；
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綴ii＃１．ｉｌｉｆと同じ季jliiに梶liiiした調査薪果は．影響評価のい

いIWMMとなる。ただし，ｊｌ１ｌ;fliiilMflfがあるとしても，対11Ｍ

となりうあのはせいぜい敏くIZIiiiまでの1MM在結果であろ

う。それ以前のデータはflll汚染以外の要1』H1による影響も

ノヒきくなると思われるので．対蝿としての腫用には注意

が必要である．

酉･ﾄｹﾋﾞ郎『１９７ユｉ脳I1j呪における/|:物腓築のifFjfiと誰捧．陛慧

竿､i'光シリーズ３源のﾉI：悠然」［１１判lil鮭・原ｍ災虞|・両

ト`'三I1lu1iiW】・郷lklIMi‘山ji(,［)|).２(ルュ９５．
Ru｢l11cl1i．［).＆3．IluwkiI1s・’’96.111比r1idlllEcolOgy・

Cl1KlpnlKIl1＆HlIll．［IlI1魚杉iＩ(．ｌ()，，．lMlllj,)ＩｆＩＩ）)JLl2態学

上Ｆ、鋪llilI，丈・総合|Ⅱ版．ＩｌＵｉ(．ｌ:巻311ｐｐ.．｢港２(〕日
ppJ

Spie5，Ｒ､Ｂ,.Ｓ､、､Ricc.、`Ａ,Ｗ〔)I化、１１ｄＢ,A-WnghlⅢ１，，６‘

ＴｈＵＵ｢Iilc山)「I11ClﾐＸＭ〕llVK11dcン（)il6｢IilloI1tlleA1aSkan
co[lgIlllcIwironmuI1Ll｢Ｉ･卜！〕『(〕cUcdillgs（)「ｌｌｌｅＥｍｗｕ
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を洗った後、水をふき取り，１１K類別にビニール袋に入れ，

冷瀧lilzで冷凍保存する。貝以外は、採嶋後水道水でさっ

と洗って水を拭き1111]，以ドユ棋風ﾂiiiとIiilIillに鵬作するｃ

採災場)１r，l111號等をラベルにild1ldL，iljWlIと一緒にビニー

ル袋に入れておく。

なお，具体的な分.Wf〃法や分ＩＩＴ対象物厩については，

[L6.2流出71il成分の分析法を参!|((のこと。

③龍'|’のfIIlIjtLの;耐１１！

；HiMrでアサリ聯のflllﾘﾑﾘ沖｢ｌｌｌＩをliii1M化，ｉＩＩｌ災Il1illlM)lil

合を求める.ｆ['１潔杵後は，肌jlMrでのilll1jLの1,1蝿はjiliLい

ので．生物試料を持ちliml)，検ｉ１ｉすろ。ただしｌＬＳの

f11I臭魚官能調査法に示したjml)，厳辮な検討には妓低で

も３００９の試料が必要である。
Ｉ１ｉ生物へのｉｌｌ１の１１.糊のｲ｢雌

II類。カニ類等について'１１Mで付桁111の行熈と侃陛を

確認し,全体に対する制令を求める。化物を持ち端Ｉ)，

70°Ｃの湯に浸けて。illlが浮き１１吋･かどうかによって判

定することもできる：この〃法はナホトカ号事故の際

ｲｲⅡ|県「ナホ|､力日･」mlll流11111:'1ｉｔに係為水蜷喬源及び

生態系|形郷1ilWfllI1lIllIll吉1リ（lﾘ,8)）がlWUl几ている｡

③&{:物僻堀Mｲ宿

flll汚染影響把鵬のための鵬化｣|畠物11↑染のWM蘇方法は，

‐股的な方法と何ら鍵わることばない卿従って、ここで

は微<概略を記すこととし．評iM11については，生態学研

究シリーズ３７雌のＡＩ:態学（l972kil鰍|鞭}'挨薙礎講座５

灘灘・ベントス（117(i)．iilj1作１，舷ilHl企法（1,71)．１１ｶﾞ岸

環境調壷マニュアル〔底質・」｣占物lMi〕（1986）等の成普

を参照して頂きたい雪

潮間帯域では．潮位の腱なる数地点で，３２Ｘ３２ｃｍ

(＝0」、｡］やづOｘ５０ｃｍ（＝0.2511,2）の〃形枠をｊｉｌ
い，枠|ﾌﾞﾘの生物を擁↓|さする。枠Iﾉﾘのｉｌｌ１または砂をスコッ

プで素早くすくい｣|いてタライに人ＩＩＬ，水際まで処ぴ，

lmI111jかZmllll-lのフルイを)Ⅱいて選別する。フルイ

上に残ったものは全てビニール袋に入れ，約10船にな蒲

ようにホルマリンをJ1Ⅱえて|i'fl施す為。鍵の｢iTには。採集

ｕｌ鵬採巣｣i駒所，底質等をrilhliIルたラベルを入れておく。

僻もl{ｌｌ１ｌ航に分け。NMilIt，ｌｌｌＩ１Ｉｌｔ激，孤瓶数をi犯鍬す

る｡また，王漢狐については，｜ﾙせて･ＩナイズilIU定を裳雌

する。

潮下帯以深では.･エクマンパー渕糒泥器（採泥面積：

0.022ｺ、ユまたはＯＯ４ｍ２）やスミスーマッキンクイア

擁ild瀞（孫泥１ｔ[i術：().0頁、ユまたは()」ｎ,､」をIiiM様船か

ら|総ろして採光'－，１ｍｍロのフルイで逆別する。Iiihlf

の｣蜥合は人のJhによ妬上げ「.ろしか可能だが，後者の場

合はウインチが必要でああ。ljl:ＩＩＬ洲は船ｋで１ｍｍ目

のフルイを用いて選別する。以ト.，iIIlllll'}lfの場合と同様

に処理する。ただし，ユ3」）で述べたように，洲汚染

の影響がiiil下ｲllf以探のＤＭﾐｲ|{物に此ぷことはほとんどな

２．３底生生物

I）底生生物への雛響

ｉｌｌｌが沿岸域に雛論した助合‘下渦・砂浜城やfMlfWiF以

鵬の砂～泥臓城に生息する底生生物も，111のiilk枇や職'1上

による彫響を受ける可嗣生があ迩曇しかし．野外IiHj1Ifか

らこ;}Lらの｣|ﾕ物に対する杣汚染の影響をUNiii仁状した例

１J:少なく，ｌｌｌｉに，illlIloMfの生物に対す為||脚''1に'１Ｉしては，

水1[ll1lIllik，ナホトカサやエクソン・バル房イーズＷ)Ⅲ「

放り)ような人耶ilil〔の場合でも，INIiliなものは郷とんどな

い(，これは．多くの底生生物は嵯質rlIに順臥しているの

で，Ｖ;や謹埠などの嵯質表面に生息している付ｲf/ｌそ物よ

りも裸ｲ艀111の影欝を受けにくくまた月に触れ(二くい二

と，比恢|}}来る1llL1ii蟹料が乏しいことなどが脈IＡＩとして

鵬けえられゐ。しかし．瀧{}：の商い多』l;の7111がlJj瓢ll9なilm

域に旅11)した場合には，醗生』上物にも人きな彼辮が生じ

為おそｵしかあるので．的確な影響調査を実Iliiすることが

lTt螺であると言える宛

2）彫灘調査法

(1)，IMHlEJuX11とﾉj法

し１１｣jM｣ＩＭＩの写呉撮影、②石il11及び↑''1処｣１１%11分Ｉ１ｉＩ|｣/'２物,ｌＪＩＩ

ｌＩｌ１の採収．③生物の汕臭の有無，②生物へのilllの付鞍の

布叫．；q§物群鱸調査，⑥環境'｢１１のilil残留レベル，の行

IlM1il;を笈I(uす為鰺

iW1l1l11IfiLlM森の勘合は，ｉｉＭ１透ll1MA1IUfi:催準点〈必饗に

lijじ，iiM1fiﾘ,馴(ﾋﾞﾒﾊﾞに釘を打ち込んだ[)，ペンキで印をつ

けておく）と諏鐵埜準点から調査地点や識j；:|採蝋地点ま

でのBlWWf・方向，底質（砂，泥，砂泥等）等を野帳に記

録しておく。調侭」,域に点と！=Ｉ印となる他のＭＩＩを；j1iんだ

線｣2をＩＭＩ．また'よ雌蒋にはIili純等を利[ⅡしてIMIllIIl;をilll

}入，Ｉｌ１ｌｆ｣山点やi』料採災地艸;【を決めゐ,１

１'iIlrjlIfillil狂の聯合は．諏査I］lMhlllilj11i｣lLAlのiil(it・総腫

水深，底厩等を記録する．

2k物の祇名は極力記載-irる｡極名が分からない場合は，

|)|ﾙ|鳶として擁１１ル，後から|函|鑑諒でFIMぺjiiiか，１．Ⅱ1''1家の

鰍定を仰ぐ。

、『体｢l9なilMjll;刀淡は，以「のjuq【)である。

Ｔ現』跡の写真ｉｉｉ影

概iiMjlk影を行う。ｆ潮雰に．通常のカメラをjlルて，

iﾘﾘｲﾋﾟ域翁作の写真を撮る。

２（jilll及び７１１[処理片U分析用姫物試if1ﾄの繩】'１

アサリなど．容易にjlLつかり，かつあゐ徹１匹のnＭ了梛

414ｉｉｉⅢiな比'１町|ｳ大llil1の生物を採｣|i(す為。嫌ＭＬｌＩｌｔはlijIi野

たＩ)激}-９（二枚貝ではむき身重儘として）は欲しい｡

ア･ﾘｰﾘ厳ら機長３ｃｍのもので10～20個あれば，襖数|側｜

の分IITが可能でああ。二枚貝の場ｲﾔは，採蝋後約３〃の

ｊｉＷＩ《''１に｜雑ｲXIikiiLtし,消化jHi:内を空にし．ノI<泄/I〈で股

－２１４



いと想われるので，大ｻﾄﾞ故の場合以外は，潮下帯調蚕を

櫛1Wfすることもii]､能であろう。

⑥蝋jtll1のilll蝿IiWレベル

iuliW(聯鮫．炎IL2.2に従い，｜|↑１Aによって，干潟・砂

浜域のｉｌｌＩ残留レベルを記録すあ。

(2)訓ilf千''１mと影響評価

可能であれば，illl流山事故苑生後，７１１１力標著す牽前に，

'｣１枚；を′|:城のHiI辺沿尚&城で．前狐i丁～'Z]の詞ffを実施す

る。ILlil1Ul・'9噸企:lriは(弧とんとないと処われあので，１１:物

１１桃,iMliilF（１５'）はｲ：Ⅱ｢lil;でああう。蝋境117のilll残併レベ

ル（⑤）については，flll潔満後に調査を開始すればいい。

ｉＹＩ－(4)のiiM1h紺染はM:ｌｎなバックグラウンドデータとな

為。４Ｍ幼のりj;LUlIllI鯵（(i〕）によって↑''1源着前の干潟・砂

iji｣jHのIIllliiM,Iがiii｣鍬苫ｵLる。（2,で１１１１概論IiIiの２１z物体lAjのｉｌｌｌ

ｉＷＩルベル紺Ⅲ施す鮒ための/|ilMIl,;iWlIiM《１Ｍ#ら】しゐ。また’

1illlilWｲﾔljiには、jln'川，illl1jL（③）や化物へのilllの付着

((Ⅱ)）はないと考えらＩしるが，事liiの確認をしておく。

付普化物i(M樵の｣]l[でも述べたように．１１１１流出事故直後

のi1M･iiiにポランテイアのiiiﾉ]を仰ぐことも綜慮すべきで

ああう。

ｆ１ＩＩ鵬ｲii陵は，⑩~可)にlllえて，Zk1l刎|『仏ｉＷｉｌ通(③)．嗽

境１１１のiIlI獺fWレベル,１Ｍだ（⑥）を実施する厚油汚染域と

対象域（ill汚染域と類似の環壌を持ち油汚染を免れた灘

域）にそれぞ＃し複数のiijM在地点を設定し，少なくともI

fIF111jはilliWfを縦緋する。Iilllill(溌匝前の訓盃が夷応できて

いるjIMi合側:、そｵしらのillMf地点でのllMI11fもI＃せて継続す

る。flll潔涛iih:前と'１１K後の比峡，概論時と１年緩の比較，

iill漂杵域とJi7洲》iW地との比l1i2瀞をイル，影判Ｉを評Ⅲiする。

また．過占仁そひ)ilⅢjjfでjⅢi1fが実施されてい為聯合に

は．ＭＩＩ:,1M森のﾉJi｣そとﾘﾙ|ｉｔ後のiMHWj戦を'１｢能な限I)一

致きせ，調衝緒来の比蚊を容易にすることが火切である。

油漂蒜後に既往調編とＩｉ１じ季節に実施した調査結果は．

影響評Ⅲiのいい脂樵とな為。ただし，既往調査があると

しても．対11((となりうゐのはせいぜい数年iiiまでの認盗

IWiHLであろう。それ以iIIのデータはillⅢWﾅ染以外の蝿lAlに

よお}}鍬Ｉも大きくなると.１４Ｍつれ為ので，対ⅡMとしての使

用には注意が必婆行ある似
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